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多賀城市の被害状況 
平成２３年６月６日発表

◆犠牲者     １８７人 

◆行方不明者    １人 

◆避難者   ６８０人 

 ・文化センター ３２７人（史遊館を含む） 

 ・総合体育館  ２９１人 

 ・山王地区公民館  ６２人 

写
真
①
カ
ナ
ダ
ビ
ー
フ
丼
の
炊
き
出
し
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

写
真
②
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
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展
示
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役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
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③
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④
オ
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演 

（
山
王
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区
公
民
館
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未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
か

ら
早
い
も
の
で
３
カ
月
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

多
賀
城
市
で
は
、
こ
の
間
、
市

民
生
活
の
一
日
も
早
い
再
建
に

向
け
て
市
内
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
復
旧
を
は
じ
め
、
被
災
者
の
生

活
再
建
支
援
、
市
内
各
所
の
被
災

車
両
や
が
れ
き
等
の
撤
去
に
最

大
限
の
努
力
を
払
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

こ
こ
に
、
東
日
本
大
震
災
で
犠

牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
、
御
霊
を
お
慰

め
す
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い

復
興
を
誓
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
多
賀
城
市
東
日
本
大
震
災
慰

霊
祭
を
執
り
行
い
ま
す
。 

ご
遺
族
の
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
ご

臨
席
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
ご
遺
族
以
外
の
市
民
の

方
も
ご
参
列
く
だ
さ
い
。 

 
       

    

日
時
／
６
月
26
日
(日)
午
前
10

時
か
ら(

受
付
は
午
前
９
時
か

ら) 

場
所
／
多
賀
城
中
学
校 

屋
内

運
動
場
（
多
賀
城
市
鶴
ヶ
谷
一
丁

目
９
番
１
号
） 

そ
の
他
／
駐
車
場
を
用
意
し
て

お
り
ま
す
が
、
駐
車
台
数
が
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
家
用
車

で
の
ご
来
場
は
で
き
る
だ
け
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

・
ス
リ
ッ
パ
等
、
上
履
き
の
持
参

は
不
要
で
す
。 

・
献
花
用
の
生
花
を
準
備
し
て
お

り
ま
す
。 

・
ご
供
花
、
お
供
物
、
ご
香
料
な

ど
は
ご
辞
退
い
た
し
ま
す
。 

 

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当 

内
線
２
１
３
、
２
１
４ 
          

 

被
災
者
総
合
相
談
窓
口 

日
曜
日
休
止
の
お
知
ら
せ 

被
災
者
総
合
相
談
窓
口
は
、 

６
月
12
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
を

休
止
し
、
月
曜
か
ら
土
曜
日
の
相

談
受
付
に
変
更
し
ま
す
。 

相
談
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後

５
時 

会
場
／
市
役
所
６
階 

相
談
内
容
／ 

①
災
害
弔
慰
金
・
災
害
障
害
見
舞

金 ②
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度 

③
災
害
援
護
資
金 

④
応
急
仮
設
住
宅 

⑤
住
宅
応
急
修
理 

⑥
弁
護
士
に
よ
る
相
談
（
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
） 

 
 
 

な
ど 

 

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係 

内
線
１
６
２
、
１
６
３ 

 

第
二
回
市
議
会
定
例
会 

 

第
二
回
市
議
会
定
例
会
の
会

期
は
、
６
月
21
日
(火)
か
ら
28
日

(火)
ま
で
の
予
定
で
す
。 

 

一
般
質
問
日
な
ど
の
詳
し
い
日

程
は
、
６
月
16
日
(木)
に
開
催
す

る
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し

ま
す
。 

 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
17
日
以
降

に
お
願
い
し
ま
す
。 

問
／
議
会
事
務
局 

 

内
線
３
１
１
、
３
１
２ 

   

■
入
浴
支
援
に
つ
い
て 

４
月
５
日
か
ら
行
っ
て
い
た
、

自
衛
隊
に
よ
る
入
浴
支
援
が
６

月
12
日
で
終
了
し
ま
す
。
そ
の
後

は
、
極
楽
湯
多
賀
城
店
（
株
式
会

社
恒
成
商
事
）
の
協
力
で
入
浴
施

設
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

入
浴
支
援
の
対
象
者
／ 

①
指
定
避
難
所
に
避
難
し
て
い

る
方
。 

②
災
害
対
策
事
業
活
動
に
従
事

し
て
い
る
方
。 

③
自
宅
の
お
風
呂
が
使
え
な
い

方
。 ①

、
②
の
方
は
避
難
所
ま
た
は

施
設
に
て
入
浴
券
を
配
布
し
ま

す
。
③
の
方
は
市
役
所
２
階
交
通

防
災
課
で
入
浴
券
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
そ
の
際
に
原
則
と
し
て

『
り
災
証
明
書
』
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。 

入
浴
支
援
施
設
／
極
楽
湯
多
賀

城
店
（
多
賀
城
市
町
前
一
丁
目
２

-

５
） 

期
間
／
６
月
13
日
(月)
〜
当
分
の

間 問
／
交
通
防
災
課 

内
線
２
７
１
、
２
７
４ 

  

■
中
央
公
園
に
つ
い
て 

毎
年
６
月
に
開
催
し
て
い
ま

し
た
「
あ
や
め
祭
り
」
は
震
災
の

た
め
中
止
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

あ
や
め
園
も
駐
車
場
の
利
用
が

で
き
な
い
た
め
休
園
し
て
お
り

ま
す
。 

問
／
道
路
公
園
課 

内
線
４
３
１
〜
４
３
８ 

 

■
多
賀
城
公
園
野
球
場
の
利
用

中
止
に
つ
い
て 

被
災
者
の
た
め
の
仮
設
住
宅

関
連
の
用
地
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
多
賀

城
中
学
校
向
か
い
の
駐
車
場
と

合
わ
せ
て
当
分
の
間
、
利
用
を
休

止
し
ま
す
。 

 

多
賀
城
公
園
内
の
バ
ラ
園
に

は
約
二
百
株
の
バ
ラ
が
植
え
ら

れ
て
お
り
、
今
が
ち
ょ
う
ど
見
頃

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
来

園
く
だ
さ
い 

 

な
お
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
お
車
で
の
ご
来
園
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。 

問
／
道
路
公
園
課 

内
線
４
３
１
〜
４
３
８ 
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大大大      切切切      ななな      おおお      知知知      ららら      せせせ   
東日本大震災で被災された皆さまの 

医療機関等での受診方法が変わります！ 
（国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者） 

■７月１日からは「被保険者証」と「一部負担金等免除証明書」の提示が必要となり

ます 
 これまで、病院の窓口で下記の免除要件に該当している旨を申し出れば，窓口（自己）負担分を支払

う必要はありませんでしたが、７月１日からは「被保険者証」と「一部負担金等免除証明書」の提示

が必要になります。  

市で確認ができる免除要件（２）①の方については、平成２３年６月２４日に「一部負担金等免除

証明書」を郵送します。その他の要件に該当する方や（１）の地域より転入し、各要件に該当してい

る方は市役所窓口での申請が必要です。なお、申請には確認書類が必要となる場合がありますのでお

問い合わせください。 

免除要件 

(１) 災害救助法の適用地域（東京都を除く）や被災者生活再建支援法の適用地域の住民（地震

発生後、被災地域から他の市町村へ転出された方も含む）であった方 

(２) 以下のいずれかに該当する方  

①住宅が全半壊，全半焼または被災者生活再建支援法に基づく長期避難世帯の方 

②主たる生計維持者が死亡したり、重篤な傷病を負った方  

③主たる生計維持者が行方不明である方  

④主たる生計維持者が業務を廃止・休止した方  

⑤主たる生計維持者が失職し、現在収入がない方  

⑥原発の事故に伴い、政府の避難指示、計画的避難区域及び緊急時避難準備区域の指示の対

象となっている方 

免除対象期間 

(１) 窓口（自己）負担分は、平成２４年２月２９日まで 

(２)  入院時食事療養費、入院時生活療養費などは，現在のところ平成２３年８月３１日まで予

定されています。 

■上記要件に該当し窓口（自己）負担分を支払っている方については還付します 
免除要件に該当していた方で、平成２３年３月１１日から６月３０日までの間、窓口（自己）負担

分を支払っていた場合には還付します。 

一部負担金等還付申請は、平成２３年７月１日から、市役所窓口で受付を開始します。 

「一部負担金等免除証明書」が交付されている方は、添付書類として医療機関で発行した領収書な

どの窓口（自己）負担した金額が確認できる書類、通帳、印鑑が必要となります。 

 

【注意】 
社会保険に加入している方は、保険証に記載されている保険者に確認してください。 

 

問／国保年金課 内線１２１～１２６ 



 

                                   

 

平
成
23
年
６
月
10
日
発
行 

編
集
と
発
行 

多
賀
城
市
総
務
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課 

多
賀
城
市
役
所
〒
985-

８
５
３
１  

多
賀
城
市
中
央
二
丁
目
１
番
１
号  

０
２
２-

３
６
８-

１
１
４
１
(代) 

広
報
多
賀
城
６
月
号
は
お
休
み
し
て
い
ま
す
。 

広
報
多
賀
城
７
月
号
か
ら
、
通
常
の
広
報
誌
の
発
行
に
な
り
ま
す
。
（
７
月
１
日
発
行
予
定
） 

 
訂正のお知らせ 

 広報号外の第５号～つながろう！多賀城～の記事に一部誤りがありました。お詫びして下記の

とおり訂正いたします。 

P６「税のお知らせ」介護保険料の延長後 誤：第１期～第10期→正：第１期～第4期 

P８「5 月請求分水道料金および下水道使用料」 誤：本市給水区（塩竈市給水区を除く。た

だし、下水道使用料については、塩竈市給水区を含む本市全域）→正：本市給水区（塩竈市給

水区を除く。） 

問／地域コミュニティ課広報広聴係 内線２５５ 

宮城県勤労者地震災害特別融資制度のお知らせ
 東日本大震災で被災した被雇用者向けに、生活資金を融資します。 

対象者／次の①、②の要件を共に満たした被雇用者 

①企業等に勤務し、宮城県内に住所か勤務先がある 

②原則満２０歳以上、勤続年数１年以上、前年税込みの収入が１５０万円以上 

（上記の他に、東北労働金庫の審査があります） 

資金使途／家屋・車両の修繕・改修費用、賃貸住宅入居費用、当面の生活資金など 

限度額／２００万円  利率／年０．８％（固定）  融資期間／１０年以内  担保／不要 

保証／別途保証料が必要です。労金団体会員の方＝年０．４％、団体会員以外の方＝年０．８％ 

必要書類／り災証明書等（他に、東北労働金庫が必要と認める書類） 

申込期間／９月３０日まで 

保証料補給制度／宮城県勤労者地震災害特別融資をご利用いただく団体会員以外の方に、（財）宮城

県労働者福祉基金協会より、融資に伴う保証料の一部が補給される制度があります。 

問／東北労働金庫宮城県本部 ０１２０－１９１９－６２ 

◆5月1日から5月15日まで新たに物資の提供・人的支援をいただいた皆さん

(株)アーバンエステート、(株)アイネス東北支社、青森県青森市、秋田県秋田市、秋田県男鹿市、昱(株)東北支店、

(株)アスリートジャパン、アテナ事務機、(株)アブ・アウト、(名)アリモト、(株)イサゴ物産、(有)石橋造園、樹光業、一宮

商工会、栄喜工業(株)、(株)遠藤工業、大分県宇佐市、(有)大木毛皮店、(株)大塚製薬工場、大沼学院、(有)オオノ

企画、岡山県医師・保健師チーム、(株)オグルヴィ、(社)かずさ青年会議所、葛飾区観光協会、(株)カトーマロニエ、

(株)カナイエンタープライズ山梨支店、神奈川県大和市、カナン教団、(株)亀田プロモーション、菅野造園(株)、北川

ヒューテック(株)、岐阜県多治見市、岐阜県安八町、(株)木村土建、(株)共和電業、草刈建設(株)、(株)クマザワ、講

談社、高知県四万十市、高知県宿毛市、後藤工業(株)、(株)コンゴー大阪営業所、災害子ども支援ネットワークみや

ぎ、佐賀県健康危機管理支援等チーム、佐賀県多久市、多久市観光協会、(株)サクライ、笹氣出版、(株)佐藤産

業、静岡県伊豆の国市建設業協会、シビル安全機材(株)、柔整鍼灸ボランティアの会、NPO 法人浄化槽ナビゲータ

認証機構有志、(財)少林寺拳法連盟、NPO 法人スーパーサイエンスキッズ、(財)スクール・エイド・ジャパン、聖望学

園中学校生徒、全国訪問ボランティアナースの会キャンナス、仙台市立六郷小学校、総務省行政評価局、タイ王国

大使館、(有)大成グリーン、高岡万葉ロータリークラブ、多賀城すずき造園、高畑電気工事(株)、館ヶ森アーク牧場、

(株)田中設計、タマヤ電気(株)、(株)千葉重機、ティファニー、テリー植田ブクブク交換、東亜道路工業(株)、東急建

設(株)、東京都荒川区役所環境課有志、東京都練馬区立開進第一小学校学童クラブ、(株)東広園、東北大学学友

会マンドリン楽部、東洋緑化(株)、(株)ドール、(株)ドクターズチョイス、パークシティグランデ新浦安自治会、ハウスウ

ェルナスフーズ(株)、ハウス食品(株)、(株)橋浦電設、(有)馬場工務店、浜田工業(株)、春風の家、(株)ビーティエ

ヌ、東日本大震災 ICT 支援応援隊、(株)美光、兵庫県、兵庫県明石市、兵庫県加古川市、兵庫県加東市、兵庫県

佐用町、兵庫県宍栗市、兵庫県篠山市、兵庫県新温泉町、兵庫県洲本市、兵庫県豊岡市、兵庫県西宮市、兵庫県

三木市、(株)平山工業、(株)ファグ・コーポレーション、太宰府市民吹奏楽団、伏谷建設(株)、二葉製菓(株)、ブリヂ

ストンサイクル(株)、(株)プロフェット、寳國寺、ボーイスカウト福岡第23団、松島高等学校OB有志、三井生命保険、

宮城県、(株)宮城工務店、宮崎市田野物産センターみちくさ、結ぶプロジェクト、(有)明倫社、八嶋建設(株)、(有)柳

原造園、(株)山忠、山形県長井市商工会議所建設部会、山形県建設業協会長井支部、山形県歯科医師、楽天エ

ンジェルス、(株)リプラス、労協センター事業団東北事業本部、若葉建設(株)、若林電気工事(株)、(株)渡邊舗装工

業、DISPORTキラキラうたづ、(株)MonotaRO、(株)NIPPO 

※個人の方のお名前は、掲載を控えさせていただいております。また、記載漏れやお名前の誤りがありまし

た場合はご容赦ください。（敬称は略させていただきます） 


